
Confa MailConfa Mail confa      mail編集者より 読者より 特集で取り上げたお二人の新規就農者の方のお話、興味深く拝見しました。せっかくの特集なので、就農者数のデータ
や支援策などがあれば深みが出たのではないかと思います。

〈 読者のお便り 〉
茨城県 ３０代

ご提案ありがとうございます。前号の新規就農者の特集には多くの反響をいただきました。今回、新規就農者の現状に触れながら、農業を職
業としたいときにはどうすればよいかをご紹介しました。農業を職業として考える一つのきっかけとなることを願っています。

　

道
内
で
新
た
に
就
農
し
た
新
規
就
農
者

は
、
平
成
30
年（
２
０
１
８
年
）は
５
２
９
人

で
、
農
家
出
身
の「
新
規
学
卒
就
農
者
」と「
Ｕ

タ
ー
ン
就
農
者
」の
合
計
が
４
１
２
人
で
あ
る

の
に
対
し
、
農
家
出
身
で
は
な
い「
新
規
参
入

者
」は
１
１
７
人
と
全
体
の
約
２
割
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、新
規
参
入
者
の
就
農
時
の
年
齢
は
全

体
の
約
９
割
が
50
歳
未
満
で
、出
身
地
域
別
で

は
６
割
が
道
内
、１
割
強
が
関
東
出
身
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
農
業
へ
新
規
参
入
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
、自
ら
の
経
営
を
発
展
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

な
ど
、
本
道
農
業
の
担
い
手
と
し
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

新
規
就
農
者
の
状
況 

　

農
業
に
興
味
が
出
て
き
た
ら
、道
内
の
就
農

相
談
の
窓
口
で
あ
る
北
海
道
農
業
担
い
手
育

成
セ
ン
タ
ー
（
事
務
局 

（
公
財
）北
海
道
農
業

公
社
）に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

農
業
に
全
く
触
れ
た
こ
と
の
な
い
方
か
ら

農
業
経
験
の
あ
る
方
ま
で
、相
談
者
の
状
況
に

応
じ
て
、
就
農
相
談
会
・
農
作
業
体
験
会
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
、
研
修
先
な
ど
の
道
内

各
地
の
就
農
に
関
す
る
情
報
を
紹
介
し
て
も

ら
え
ま
す
。

　

ま
た
、
就
農
希
望
地
を
決
め
て
い
る
場
合

は
、
そ
の
地
域
の
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
（
事

務
局 

市
町
村
・
Ｊ
Ａ
等
）が
相
談
に
応
じ
て

く
れ
ま
す
。

　
な
お
、
新
規
参
入
の
方
法
と
し
て
は
、
①
農

業
経
営
者
に
な
る「
独
立
就
農
」と
、②
農
業
法

人
や
個
人
農
家
の
従
業
員
と
し
て
就
職
す
る

「
雇
用
就
農
」が
あ
り
ま
す
。
経
営
者
と
従
業

員
で
は
、
就
農
ま
で
の
準
備
や
必
要
資
金
等
に

大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、ど
の
地
域
で
ど

の
よ
う
な
農
業
を
し
た
い
の
か
、
独
立
就
農
か

雇
用
就
農
か
な
ど
、
自
分
が
目
指
す
就
農
の
イ

メ
ー
ジ
を
よ
く
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

農
業
を
始
め
る
第
一
歩 

農
業
を
職
業
に

ど
う
し
た
ら
農
業
者
に
な
れ
る
？

私
た
ち
の「
食
」を
支
え
て
い
る
農
業
経
営
者
は
、

代
々
農
家
を
継
い
で
い
る
人
ば
か
り
で
は
な
く
、

農
家
以
外
か
ら
新
た
に
農
業
を
始
め
た
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

本
号
の
特
集
で
は「
農
業
を
支
え
る
人
々
」を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

職
業
と
し
て「
農
業
」に
興
味
が
出
て
き
た
時
に

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

コンファ農業教室
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新規就農者の推移

新規参入者の出身地
（2014～2018年累計）

新規参入時の年齢
（2014～2018年累計）

農家出身者で学校を卒
業後直ちに、又は、卒業後
に研修を経て就農した者

新規学卒就農者
農家出身者で他産業に
従事した後、就農した者

Uターン就農者
農家以外から新たに農
業を始めた者

新規参入者
《新規就農者の区分》

北海道
61%

関東
14%

近畿 6%

東北 4%

東海 4%

中国 3%

九州 1%

不明
6%

四国 1%

29歳以下
15%

30代
44%

40代
30%

50代
5%

60歳以上 2%
不明
4%

　
こ
う
し
た
情
報
収
集
や
相
談
・
体
験
を
通

じ
て
農
業
を
始
め
る
こ
と
を
決
意
さ
れ
た
後
、

実
際
に
農
業
経
営
を
始
め
る
ま
で
に
は
、就
農

研
修
や
就
農
準
備
な
ど
、一
般
的
に
は
数
年
の

期
間
を
要
し
、資
金
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
就
農
前
の
研
修
や
就
農
直
後
の

経
営
確
立
を
支
援
す
る「
農
業
次
世
代
人
材
投

資
資
金
」や
、
機
械
・
施
設
の
整
備
を
支
援
す

る
無
利
子
の
融
資
制
度「
青
年
等
就
農
資
金
」

な
ど
の
支
援
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
※

　

道
で
は
こ
う
し
た
国
の
支
援
制
度
も
活
用

し
な
が
ら
、
就
農
に
至
る
各
段
階
で
新
規
参

入
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
、
人
々
の
働
き
方
や
価
値
観
が
変
わ
り
つ
つ

あ
る
中
、
農
村
へ
の
移
住
に
関
心
を
寄
せ
る
人

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
北
海
道
の
農
業
や

農
村
に
魅
力
を
感
じ
、職
業
と
し
て
の
農
業
に

興
味
を
持
っ
た
ら
、
ま
ず
は
相
談
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 

就
農
に
向
け
た
支
援 

※国の支援制度については農林水産省ＨＰを参照　https://www.maff.go.jp/j/new_farmer/syunou_shiensaku.html

北海道農業担い手育成センター
住所   札幌市中央区北５条西６丁目１番地（北海道通信ビル６階）
ＴＥＬ  011-271-2255　 FAX  011-271-3776
URＬ  http://www.adhokkaido.or.jp/ninaite/

主な農業体験・就農相談会など
新・農業人フェア　http://www.maff.go.jp/j/new_farmer/
北海道就農フェア、週末農業スクール 
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/kei/
就農相談・セミナー　http://www.adhokkaido.or.jp/ninaite/

※出典：『新規就農のためのガイドブック』（北海道農業担い手育成センター）

農業体験
体験を通し

就農スタイルを検討

就農相談
農業開始のための
情報収集

就農研修
農業技術や経営を学ぶ

就農準備
住宅・農地・機械等の準備

就農までのステップ

就農
経営開始

北海道就農フェア

農業見学バスツアー
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